三郷市災害対策用機械器具貸付運用基準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成18年6月22日作成
　　（目的）

１　この運用基準は、災害予防のために三郷市が所有する災害対策用機械器具（以下「水中ポンプ等」という。）の管理、貸付について必要な事項を定めることを目的とする。

　　（定義）

２　この運用基準において「水中ポンプ等」とは、次に掲げるものをいう。

　⑴　水中ポンプ
　⑵　エンジン付排水ポンプ　
　　（管理保管）

３　市長は、水中ポンプ等の管理に当たっては、その取扱責任者を指定して、これらの機械を常に整備し、定められた場所に保管しなければならない。

　　（貸付の相手方）

４　水中ポンプ等の貸付は、町会長等（町内会長、自治会長及び管理組合理事長を含む。）並び自主防災組織代表者とする。

　（借受の申請）

５　水中ポンプ等の借受けを希望する者は、水中ポンプ等借受申請書（様式１）に所定の事項を記入し、市長に提出するものとする。

　　（転貸等の禁止）

６　借受けた水中ポンプ等は、他に転貸してはならない。

　　（借受条件変更の届出）

７　借受者は、水中ポンプ等の使用期間、使用場所、その他借受条件を変更しようとするときは、直ちにこの旨を市長に届け出てその承認を受けなければならない。

　　（使用料）

８　水中ポンプ等の使用料は、無料とする。

　（経費の負担）

９　貸付水中ポンプ等の引渡し、返納に要する経費及び当該機械に必要な電気代、燃料及び潤滑油は、借受者の負担とする。

　　（借受中の管理）

10　借受者は、水中ポンプ等の使用又は保管中は善良なる管理をし、盗難その他事故のないよう万全を期するものとし、万一事故を生じ又は重大なる故障を生じた場合は、直ちに市長にこの旨を届け出なければならない。

　　（事故の際の原状回復）

11　借受者は、借受けた水中ポンプ等を故意又は不注意により甚しく損耗し、き損若しくは亡失した場合は、借受者の負担においてその損害を賠償しなければならない。ただし、市長が賠償させることが適当でないと認めたときは、この限りでない。

　　（免責）

12  市長は、水中ポンプ等による作業実施に伴い借受者が受けた損害については、賠償の責を負わない。
　（返納）

13　借受けた水中ポンプ等の使用目的を達した場合は、速やかに各部の点検をし、清掃のうえ係職員の立会を求め返納しなければならない。

　（その他）

14　この規程に定めのない事項で必要なことは、市長が別に定める。

　　　　附　則

　　この運用基準は、平成１８年７月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　
様式１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
水中ポンプ等借受申請書
　三郷市長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　氏　　名　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

三郷市が所有する水中ポンプ等を借受したいので、三郷市災害対策用機械器具貸付運用基準により申請します。

記

１　借受水中ポンプ等の種類及び数量

　　水中ポンプ　　　台　・　エンジン付排水ポンプ　　　台
２　借受の目的

３　使用者（申請者以外の場合記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　使用場所

　　三郷市　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
５　使用期間　　自　平成　　年　　月　　日　　　至　平成　　年　　月　　日

　６　返却予定日　平成　　年　　月　　日
	市返却確認欄

返却日　　平成　　年　　月　　日

故障の有無


　７　その他　






